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AGCの事業展開

◼ AGCの約半分強がガラスに関する事業を行っている。

◼ AGCは太陽光パネルカバーガラスの生産を現在は行っておりません。
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建築ガラスの製造拠点（フロート窯）

鹿島工場

横浜テクニカルセンター

愛知工場

AGC 日本のガラス溶解窯拠点 板ガラス製造工程（フロート法）

◼ ガラス製造工程では、原料、燃料からCO2が主に
発生します。

◼ 廃ガラス（カレット）は常に原料として再利用、投
入されています。

◼ 日本に４窯。全世界で26窯保有。

原料
珪砂
ソーダ灰
カレット（廃ガラス）

など
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ガラスリサイクルの意義

◼ ガラス原料にカレット（廃ガラス）を活用することにより、①製造時の天然資源・化石燃料の
使用削減、②製造時のCO2排出量削減、③建築物の解体時に発生する産業廃棄物の
削減に繋がります。

1トンの廃ガラス
のリサイクルで

0.6t

CO2排出量削減
(Scope1,2,3)

天然資源の
利用削減

1.2t

産業廃棄物の
埋立削減

1.0t1.0t
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ガラスリサイクルによるGHG削減効果

GHG削減効果：カレット（廃ガラス）はバージン原料よりも融けやすいことから、燃料の削減に繋がる。
また、バージン原料に炭酸塩を使用しており、溶解時にCO2が発生するが、カレットを増やすと、炭酸塩の
使用量が減少するため、CO2の発生を抑えることができる。

よって、1Tonのカレットを、バージン原料の代わりに再利用することで、約0.6TonのCO2発生を抑制できる
(Scope1+2+3)。

GHG削減効果

(Scope1+2+3)

600

カレット（廃ガラス）
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資源有効利用の観点での社会的価値

◼ カレット（廃ガラス）をリサイクルすることで、資源採掘の削減、埋立処分の減容に貢献でき
る。また、資源を海外から輸入しており、経済安全保障上も非常に意味のある活動。

ガラスの原料は海外から調達

資源採掘
の削減

埋立て処分
の減容
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板ガラスの製造方法

◼ AGCは建築向け板ガラスの製造方法として、ロールアウト方式とフロート方式を採用しています。

◼ 結晶シリコン系パネルのカバーガラスの主要生産国は中国であり、ロールアウト方式によって製造されて
います。

●ロールアウト法

型板ガラス

網入りガラス

フロートガラス

AGC 横浜テクニカルセンター(YTC) AGC 鹿島工場

*1 https://shinku-glass.jp/contents/knowledge/frostedglass/ *2 https://www.madocon.jp/event/madomame9/
*3 製品検索 ｜ 製品情報 ｜ AGC

https://shinku-glass.jp/contents/knowledge/frostedglass/
https://www.madocon.jp/event/madomame9/
https://www.agc.com/products/search/use.html?cat=infra&cat_sub=kenzai&cat_sub_sub=office_glass&func=&order=&disp_type=block&page=1
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カレットの受入品質基準

◼ カバーガラスを板ガラスの原料カレットとしてリサイクルするためには、

◼ パネル由来のシリコン、EVA、金属等とカバーガラスを適切に分離することが不可欠です。

10

*1  https://www.3r-suishinkyogikai.jp/data/event/H23S5.pdf

https://www.3r-suishinkyogikai.jp/data/event/H23S5.pdf
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PVカレット中に混入している異物例

熱分解方式以外で処理された

PVカレット

異物付着
カレット

ｼﾘｺｾﾝﾙ・金
属線
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ロールアウト方式のPV実窯試験 (横浜テクニカルセンター_23年10月)

◼ AGCは国内初、ロールアウト方式で、カバーガラスを板ガラス向けにリサイクルする実証試験に成功しました。

◼ 実証試験の結果、熱分解技術はパネルから高品質のガラスを得る有望な技術であることを明らかにしました。

テストに用いた太陽光パネルの処理ライン

https://ce3r.shinryo-gr.com/contact/rct.pvr2 (株)リサイクルテック様HP参考

https://ce3r.shinryo-gr.com/contact/rct.pvr2
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フロート方式のPV実窯試験 (鹿島工場_24年3月)

◼ 2024年3月、AGCは国内で初めて、これまで技術的に困難とされていた、フロートガラス向けのリサイクル試験に成功しました。

◼ 2つの実証試験を通じ、熱分解技術はパネルから高品質のガラスを得る技術であることを明らかにしました。

◼ 現在国内で発生している廃カバーガラスは全て、板ガラス向けにリサイクルできる見通しです（年間数千トンオーダー）

*1

*1 トクヤマ様資料を参考
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AGCヨーロッパがROSIと戦略的パートナーシップを締結

◼ 9月13日、サントノーレ(フランス)において、ROSI社 と AGCヨーロッパが パートナーシップ契
約を結びました。
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大量廃棄時代に向けた課題

◼ 結晶シリコン系のカバーガラスには、透過率を高める目的で、アンチモンという特殊成分が含有しています。

◼ フロート方式で大量のカバーガラスをリサイクルする技術課題は、アンチモン発色の防止です。

フロート法のガラス成形プロセス*2

Comp Ave Max Min

SiO2 71.13 72.40 70.20

Al2O3 1.09 1.61 0.14

MgO 3.18 4.15 0.10

CaO 10.08 11.86 9.19

Na2O 13.93 15.00 12.83

K2O 0.03 0.05 0.01

SO3 0.24 0.38 0.17

Fe2O3 0.02 0.03 0.01

Sb2O3 0.21 0.32 0.05

結晶シリコン系ソーラーカバーガラスの組成*1

ガラス中の酸化アンチモンはガラス成形プロセス中に還元される。
還元されて形成される金属粒子によって、ガラスが発色する。

*1  https://www.env.go.jp/content/900532392.pdf
*2  Q. Zhang et al., Applied Thermal Engineering 31 (2011) 1272－1278

https://www.env.go.jp/content/900532392.pdf
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大量廃棄時代に向けた課題

① 埋め立てではなく、リユース・リサイクルが促進される仕組みの構築

② 「PVセルシリコン to 半導体シリコン」と「板ガラス(PV) to 板ガラス(建築)」の高度リサイクルを実現する、熱分解設備の導入促進

③ 廃カバーガラスの大量廃棄（年間数万トンオーダー）に向けたフロート方式でのアンチモン発色防止技術の確立

現在主流となっている、機械剥離方式（ロール破砕方式、ブラスト方式）では、

ガラスとそれ以外の素材が混ざるため、ガラスやシリコンの品質を確保するのは難しいです。

【太陽光カバーガラスのリサイクル用途の検討)】*4【太陽光パネルのリサイクル技術)】*1,2,3

大量廃棄までは、型板ガラス窯が廃カバーガラスの大きな受け皿になり得ます。

大量廃棄時代に向けて、フロート法の発色対策技術の検討が必要です。

*1 https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/saisei_kano_energy/pdf/003_06_00.pdf *2 https://mirai-souzou.co.jp/recycle-solar/
*3 廃棄処分の太陽光パネルの自動解体装置・ライン - 【株式会社エヌ・ピー・シー】*4 100925851.pdf (nedo.go.jp) *4 https://www.nedo.go.jp/content/100924408.pdf#page=160

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/saisei_kano_energy/pdf/003_06_00.pdf
https://mirai-souzou.co.jp/recycle-solar/
https://www.npcgroup.net/solarpower/reuse-recycle/dismantling
https://www.nedo.go.jp/content/100925851.pdf
https://www.nedo.go.jp/content/100924408.pdf#page=160
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リサイクルの仕組みのあり方 ①カレットの品質保証

受入評価

・ガラス成分の組成分析
・コンタミ等のリスク評価

Pb,As,Cd,Seの含有情報
（閾値は0.1wt%）

ガラス窯でリサ
イクル

発電事業者
・解体業者

パネル型式登録
システム等の
情報活用

PVパネル
リサイクル業者

処理委託
カレット評価依頼

有価取引・カレット輸送

課

題

①保管／リサイクルのリスク評価には、Pb,As,Sbなどの詳細な含有情報が必要
*0.1wt%の情報では評価困難

②組成分析のためにはXRF等の高価な分析機器の導入が必要

③利用されている分析機器の機種・精度が多種多様でデータの信頼性に注意が必要

結果報告 *分析に時間要する

分析機器の普及、運用好適化・標準化によって、有害物質の迅速・高精度な分析が可能とな
り、リサイクルの推進・安定化に寄与すると期待

蛍光X線分析装置
(XRF)等で組成分析

*導入割合は高くない
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リサイクルの仕組みのあり方 ②カレットの品質向上

板ガラス

ガラス繊維

発泡材

ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ

路盤材

埋立処分

✓ 水平リサイクル

✓ 半永久的に何度も資源循環可能

✓ 大量に再利用可能

✓ GHG削減効果が大きい

カレットの用途 期待される効果 解決すべき課題

✓ 受入可能なカレットの拡大
*金属、有機物などの異物対策が伴う

✓ Sb対策 *板ガラスで大量消費する場合

✓ 品質面での制約が比較的少ない*

板ガラスほどの高品質は要求されない

✓ パネルのリサイクル技術の選択肢

が多い

✓ 金属、有機物などの異物残存

✓ Asなどの重金属の溶出リスク

✓ 既存資材との棲み分け

✓ 再度リサイクルすることが出来な

い

パネルリサイクル技術の普及に対して、カレットリサイクル技術の普及は遅れている。
カレットの実態調査、品質検査・リサイクル技術開発の加速・高度化が重要
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総括

廃PVカバーガラスを、板ガラス向けに利用するメリット

①廃PVカバーガラスの受入量が数万トン以上と大きいこと

② 「板ガラス to 板ガラス」により、ガラス本来の素材価値を維持できること

③ PVカレットの消費促進によるGHG削減の効果が高いこと

④海外からのガラス原料の調達が抑えられ、経済安全保障に繋がること

＊路盤材などはダウンサイクルであり、ガラス本来の素材価値が損なわれている。

＊グラスウールは、既に原料中のカレット比率が高く、受入余力は小さいと考えられている。

PVパネルの板ガラスへのリサイクルにおいて、PVパネルに関するリサイクル法、再資源化事業等
の高度化法などは、大きく影響すると期待。
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